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細な検討により、透光性アルミナの作製を 2つの手段により試みた。 1つは、 2段階加圧法による作製で、
初期に 35MPaの圧力で昇温、加熱し、温度保持3分後に圧力を 80孔1Paに上げた。 2段加圧にすることで、
温度分布の均一性が増し、透光性も増した。もう lつは、 WCパンチを用いた高加在システムの作製とその
適用である。 500MPaの高加圧力にすることで、通常の 801¥在Paと比較して、 ECAS温度、時間を 11500C、1




密度 c戦配向島Cを作製することに成功した。電気伝導度と熱伝導度は a，b面が、硬度と鞍性は c面が大き
な値を示し、無配向体に比較して優れた特性を有し、顕著な方位依存牲を示した。
審査の結果の要旨
通電活性化焼結 (ECAS)は、新規な材料創製技術として、またエネルギー効率の優れた粉体加工技術と
して、急速に発展している技術である。しかしながら、温度は側面のダイを通して計滅されるため、実際の
試料の温度と異なり、また試料の電導度により試料表面と試料内部の温度が異なるため、均一な組織の試料
作製は屈雑であった。本研究では、 ECASの高度化に取り組み、印加電流、印加圧力と試料内の温度の関係
を有限要素法によりシミュレートする方法を関発した。これをグラファイトモデル材料に適用し、プロセス
パラメー夕、特に、パンチとダイ間のクリアランス、昇j昆速度、加圧方法と圧力、温度計測位震の重要性を
指摘し、均一な組織を得る手法を提案している。また、クリアランスの影響のない温度計測手段として、従
来の側面からではなく、上部からパンチを通して温度計測する手法を提案した。これらの成果は、 ECASの
高度化に大きく寄与し、学会、産業界から高い評価を得ている。さらに、この手法を導電性試料、半導体試
料、絶縁体試料に適用し、優れた特性を持つ材料室IJ製に有用であることを実証した。焼結助剤無添加 WCは
難焼結体であるが、 ECASでは綴密焼結体が得られ、印加電流と加圧圧力と試料内温度のシミュレートおよ
び微構造観祭から均一な組織を得る手法を提案している。また、高速昇温によりグラファイト化無しでダイ
アモンドとの複合体作製に成功し、摩擦係数の小さく耐摩耗特性の優れた無添加WC-ダイアモンド複合体
を得ている。絶縁材料として、アルミナの焼結の加圧力依存性を検討し、 2段階加圧方法および自作の高圧
用治具による高圧 (5001¥在Pa)ECASにより、高速加熱での無添加アルミナ透光性焼結体の作製に成功して
いる。さらに、低電気伝導体のB1Cに対しては、強磁場中スリップキャストと ECASにより、熱伝導、電気
伝導、力学特性の方位依存性を有する配向私C焼結体の作製に成功しているD このように電導度によって分
類した系統的な ECAS適用への研究、優れた特性発現手段として ECASによる具体的材料館製の提示は、高
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度化による ECASの更なる発展の方向を示したもので高く評価される。
よって、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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